
農業労働者はいつイギリスの絵画
および小説に登場してくるか

ゲインズバラ、コンスタブル、ハーディ、モリス、そしてロレンス少々

・講演内容・

ジェントリーの世界を描くジェイン・オー
スティンの小説には、農業労働や農業労働者
の姿が欠落している。それはどうしてなのか。
そして、イギリス小説のなかにそれらが可視
化されてくるのは、いつごろであり、どのよ
うなかたちでだったのか。農業労働者も国民
の一部として認められていく歴史的過程を確
認しながら、また、風景画における労働者の
姿を確認しながら、イギリス小説をイングラ
ンドのナショナル・アイデンティティの形成
との関連で解釈するイングリッシュネス研究
の一端を紹介したい。

お問い合わせ先：駒澤大学 文学部英米文学科事務室 03-34１8-9246

2024年度 第１回

駒澤大学文学部英米文学科 公開講演会

東京大学名誉教授、法政大学国際日本学
研究所客員研究員、放送大学客員教授。
著書に『神を殺した男 ダーウィン革命と
世紀末』（講談社選書メチエ、1994）、
『モダニズムの詩学 解体と創造』（みす
ず書房、1994）、『ドラキュラ・シンド
ローム 外国を恐怖する英国ヴィクトリア
朝』（講談社学術文庫、2023）、訳書に
ヴァージニア・ウルフ『ダロウェイ夫人』
（集英社文庫、2007）などがある。

講師 丹治 愛
（東京大学名誉教授）

日時 ２０２４年７月４日（木）
１３：１０～１４：３０

場所 駒澤大学 駒沢キャンパス
中央講堂（本部棟）

申込不要・入場無料
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